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謹  

賀  

新  

年

高
知
県
町
村
会

会
　
長	

上
　
村
　
　
　
誠

（
安
芸
郡
北
川
村
長
）

副
会
長	

和
　
田
　
守
　
也

（
土
佐
郡
土
佐
町
長
）

　
〃	

大
　
西
　
勝
　
也

（
幡
多
郡
黒
潮
町
長
）

理
　
事	

竹
　
﨑
　
和
　
伸

（
安
芸
郡
奈
半
利
町
長
）

　
〃	

和
　
田
　
知
　
士

（
土
佐
郡
大
川
村
長
）

　
〃	

小
　
田
　
保
　
行

（
高
岡
郡
越
知
町
長
）

　
〃	

池
　
田
　
洋
　
光

（
高
岡
郡
中
土
佐
町
長
）

監
　
事	

黒
　
岩
　
之
　
浩

（
安
芸
郡
安
田
町
長
）

　
〃	

　
岡
　
雄
　
司

（
高
岡
郡
佐
川
町
長
）

常
務
理
事	

笹
　
岡
　
貴
　
文

（
町
村
会
事
務
局
長
）

お
い
て
、
産
業
ク
ラ
ス
タ
ー
の
形
成
や
大

胆
な
投
資
促
進
策
、
イ
ン
フ
ラ
整
備
と
一

体
と
な
っ
た
「
地
域
未
来
交
付
金
」
な
ど

の
施
策
が
総
合
的
に
展
開
さ
れ
る
こ
と
に

よ
り
、
地
方
か
ら
日
本
全
体
の
成
長
を
牽

引
し
、
地
域
の
稼
ぐ
力
の
向
上
と
持
続
的

な
雇
用
の
創
出
が
図
ら
れ
る
こ
と
を
、
町

村
と
し
て
も
大
い
に
期
待
す
る
と
こ
ろ
で

す
。し

か
し
な
が
ら
、
国
が
推
進
す
る
「
自

治
体
シ
ス
テ
ム
標
準
化
」
に
つ
い
て
、
当

初
掲
げ
ら
れ
た
経
費
削
減
と
は
逆
行
し
、

大
幅
な
費
用
増
加
が
見
込
ま
れ
る
事
態
と

な
り
、
四
国
四
県
の
町
村
会
が
先
頭
に

立
っ
て
関
係
省
庁
を
は
じ
め
国
会
議
員
へ

要
望
を
重
ね
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
明
確

な
見
解
は
示
さ
れ
ず
、
発
言
と
実
行
が
一

致
し
な
い
国
の
姿
勢
に
歯
痒
さ
を
感
じ
ざ

る
を
得
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
の
ほ
か
に
も
、

地
方
の
声
が
十
分
に
反
映
さ
れ
な
い
ま
ま

政
策
が
進
め
ら
れ
て
い
る
事
例
も
見
受
け

ら
れ
、
国
に
対
し
て
は
、
今
後
も
地
方
の

実
情
を
踏
ま
え
た
丁
寧
な
対
応
を
求
め
て

い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

一
方
で
、
本
県
に
お
い
て
は
、
人
口
減

少
・
少
子
高
齢
化
と
い
う
長
年
の
課
題
に

対
し
、
各
町
村
が
地
域
の
実
情
に
即
し
た

施
策
を
粘
り
強
く
推
進
し
て
い
ま
す
。
特

に
県
が
創
設
し
た
「
人
口
減
少
対
策
総
合

交
付
金
」
を
活
用
し
、
若
年
層
の
定
住
促

進
や
移
住
施
策
の
充
実
、
さ
ら
に
は
「
働

令
和
８
年
の
年
頭
に
あ
た
り
、
謹
ん
で

ご
挨
拶
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
、
12
月
８
日
に
発
生
し
た
青
森
県

東
方
沖
を
震
源
と
す
る
地
震
に
よ
り
被
災

さ
れ
た
皆
さ
ま
に
、
謹
ん
で
お
見
舞
い
申

し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
負
傷
さ
れ
た

方
々
の
一
日
も
早
い
ご
回
復
を
心
よ
り
お

祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
10
月
に
は
高
市
内
閣
が
発
足
し
、

地
方
創
生
2.0
の
枠
組
み
が
「
新
し
い
地
方

経
済
・
生
活
環
境
創
生
本
部
」
へ
引
き
継

が
れ
、
経
済
政
策
を
一
層
重
視
す
る
方
針

の
も
と
「
地
域
未
来
戦
略
本
部
」
が
新
た

に
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
地
域
未
来
戦
略
に

き
方
改
革
」
と
連
動
し
た
子
育
て
支
援
環

境
の
整
備
が
進
ん
だ
こ
と
で
、
若
者
が
地

元
で
働
き
、
暮
ら
し
続
け
る
基
盤
づ
く
り

が
着
実
に
前
進
し
て
い
ま
す
。
加
え
て
、

地
域
の
持
続
可
能
性
を
見
据
え
た
「
賢
い

縮
小
」
で
は
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
効
率
化

へ
の
取
り
組
み
に
よ
り
、
限
ら
れ
た
資
源

を
最
大
限
に
生
か
す
体
制
整
備
が
進
展
し

は
じ
め
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
は
、
地
域
の
声
に
耳
を
傾
け
、

知
恵
と
努
力
を
重
ね
て
き
た
成
果
で
あ
り
、

短
期
的
な
結
果
の
み
を
求
め
る
の
で
は
な

く
、
持
続
可
能
な
仕
組
み
と
し
て
、
次
の

世
代
へ
と
繋
い
で
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

本
年
は
、
県
行
政
と
の
連
携
を
さ
ら
に

強
化
し
、
万
全
な
フ
ォ
ロ
ー
体
制
の
構
築

を
図
る
と
と
も
に
、
町
村
職
員
一
人
ひ
と

り
が
専
門
性
と
創
意
工
夫
を
発
揮
し
、
地

域
課
題
の
解
決
に
挑
む
一
年
と
し
た
い
と

存
じ
ま
す
。「
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
町
村
」

「
子
ど
も
た
ち
の
未
来
が
拓
け
る
町
村
」

「
魅
力
あ
ふ
れ
る
町
村
」
の
実
現
に
向
け
、

心
を
ひ
と
つ
に
歩
ん
で
ま
い
り
ま
し
ょ
う
。

結
び
に
、
町
村
長
を
は
じ
め
町
村
職
員

の
皆
さ
ま
、
ご
家
族
の
皆
さ
ま
の
ご
健
勝

と
ご
多
幸
を
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま

す
。
そ
し
て
、
高
知
県
内
す
べ
て
の
町
村

の
持
続
可
能
な
発
展
と
、
明
る
い
未
来
の

創
造
を
願
い
、
新
年
の
挨
拶
と
い
た
し
ま

す
。

高
知
県
町
村
会
長

　
上 
村 
　 
誠

新
年
の
ご
挨
拶
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謹  

賀  

新  

年

高
知
県
町
村
議
会
議
長
会

会
　
長
　
五
味
　
隆
仁
（
馬 

路 

村
）

副
会
長
　
和
田
　
義
嗣
（
土 

佐 

町
）　

　
〃
　
　
大
地
　
真
人
（
津 

野 

町
）

理
　
事
　
福
島
　
　
登
（
東 

洋 

町
）

　
〃
　
　
佐
竹
　
正
利
（
安 

田 

町
）

　
〃
　
　
和
田
　
民
夫
（
大 

川 

村
）

　
〃
　
　
大
野
　
　
弘
（
仁
淀
川
町
）

　
〃
　
　
中
城
　
重
則
（
中
土
佐
町
）

　
〃
　
　
小
田
　
範
博
（
越 

知 

町
）

　
〃
　
　
緒
方
　
正
綱
（
四
万
十
町
）

監
　
事
　
松
浦
　
隆
起
（
佐 

川 

町
）

　
〃
　
　
安
岡
　
邦
彦
（
大 

月 

町
）

参
　
与
　
笹
岡
　
貴
文

（
議
長
会
事
務
局
長
）

高
知
県
町
村
等
監
査
委
員

協
議
会

会
　
長
　
西
山
　
明
広
（
安 

田 

町
）

副
会
長
　
上
田
　
益
英
（
佐 

川 

町
）

理
　
事
　
弘
田
　
賀
䡄
（
東 

洋 

町
）

　
〃
　
　
西
岡
　
恒
雄
（
田 

野 

町
）

　
〃
　
　
和
田
　
常
男
（
大 

川 

村
）

　
〃
　
　
朝
日
　
満
夫
（
い 

の 

町
）

　
〃
　
　
須
内
　
康
仁 （
越 

知 

町
）

　
〃
　
　
武
内
　
可
一 （
三 

原 

村
）

監
　
事
　
吉
岡
　
國
弘 （
仁
淀
川
町
）

　
〃
　
　
松
田
　
博
和 （
黒 

潮 

町
）

上
げ
ま
す
。

さ
て
、
昨
年
は
日
本
各
地
で
猛
暑
に

よ
る
農
作
物
へ
の
影
響
が
大
き
く
、
米

不
足
や
野
菜
の
高
騰
、
ま
た
海
水
温
度

が
高
く
漁
獲
量
の
減
少
な
ど
、
異
常
気

象
が
住
民
生
活
に
不
安
を
い
だ
か
せ
た

一
年
で
し
た
。

さ
ら
に
、
資
材
や
人
件
費
の
上
昇
に

よ
る
物
価
高
が
問
題
と
な
り
、
国
や
県

の
対
策
も
追
い
つ
い
て
い
な
い
状
況
で

あ
り
ま
す
。

国
政
に
お
い
て
も
高
市
内
閣
が
発
足

し
、
対
策
に
あ
た
っ
て
お
ら
れ
ま
す
が

成
果
を
実
感
す
る
に
は
、
ま
だ
ま
だ
時

間
が
必
要
だ
と
思
わ
れ
ま
す
。

高
知
県
は
人
口
減
少
対
策
を
各
市
町

村
と
連
携
し
進
め
て
お
り
、
各
施
策
の

成
果
に
期
待
す
る
と
と
も
に
「
持
続
可

能
な
社
会
の
実
現
に
向
け
た
賢
い
縮

小
」
を
提
唱
し
、
問
題
解
決
に
全
庁
を

あ
げ
て
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
あ

り
ま
す
。

各
町
村
で
は
実
情
に
応
じ
た
行
政

サ
ー
ビ
ス
を
持
続
的
に
提
供
し
、
活
力

あ
る
地
域
社
会
を
次
世
代
に
繋
い
で
い

く
た
め
に
、
地
域
住
民
の
代
表
で
あ
る

新
年
を
迎
え
、
謹
ん
で
年
頭
の
ご
挨

拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
中
は
、
各
町
村
議
会
議
長
、
議

員
各
位
並
び
に
議
会
事
務
局
の
皆
様
に

は
、
当
会
の
運
営
に
一
方
な
ら
ぬ
ご
尽

力
と
お
力
添
え
を
い
た
だ
き
ま
し
た
こ

と
に
厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
議
員
の
皆
様
に
は
、
地
域
の

課
題
克
服
に
向
け
て
、
日
々
精
力
的
に

活
動
さ
れ
て
お
り
ま
す
こ
と
に
深
く
敬

意
を
表
し
ま
す
と
と
も
に
感
謝
を
申
し

各
町
村
議
会
と
の
連
携
が
必
要
不
可
欠

で
す
。
町
村
議
会
は
、
地
域
が
抱
え
る

様
々
な
課
題
の
解
決
に
向
け
民
意
を
反

映
す
る
地
方
公
共
団
体
の
意
思
決
定
機

関
と
し
て
日
々
精
力
的
に
活
動
し
て
い

ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
議
員
の
職
務
等

に
つ
い
て
明
確
に
定
め
ら
れ
て
お
ら
ず
、

多
様
な
人
材
が
参
画
で
き
る
環
境
が

整
っ
て
い
な
い
こ
と
が
議
員
の
な
り
手

不
足
の
一
因
と
考
え
ら
れ
て
お
り
、
こ

の
課
題
解
決
に
向
け
て
全
国
町
村
議
会

議
長
会
を
中
心
に
真
剣
に
取
り
組
ん
で

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

高
知
県
町
村
議
会
議
長
会
と
い
た
し

ま
し
て
は
、
今
後
も
高
知
県
や
町
村
会
、

各
町
村
議
会
と
充
分
な
連
携
を
図
り
、

各
課
題
の
解
決
に
向
け
て
積
極
的
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
変
わ
ら
ぬ

ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

皆
様
方
の
よ
り
一
層
の
ご
活
躍
と
新

年
が
素
晴
ら
し
い
年
と
な
り
ま
す
こ
と

を
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
挨
拶

と
い
た
し
ま
す
。

新
年
の
ご
挨
拶

高
知
県
町
村
議
会
議
長
会
長

　
五 
味 
隆 
仁
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る
な
ど
、
本
県
の
魅
力
を
国
内
外
の
多
く

の
方
に
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。一

方
で
、
４
月
に
は
県
人
口
が
65
万
人

を
割
り
込
み
、
出
生
数
の
減
少
や
若
者
の

転
出
超
過
が
続
い
て
い
ま
す
。

ま
た
、
３
月
の
国
に
よ
る
新
た
な
南
海

ト
ラ
フ
地
震
被
害
想
定
で
は
、
想
定
死
者

数
が
最
大
４
万
６
千
人
に
も
上
る
と
さ
れ

ま
し
た
。
こ
う
し
た
出
来
事
を
振
り
返
る

と
、
実
り
の
多
い
１
年
で
し
た
が
、
県
政

を
取
り
巻
く
厳
し
い
状
況
の
打
開
に
向
け

て
、
粘
り
強
く
挑
戦
を
続
け
て
い
く
決
意

を
新
た
に
し
た
１
年
で
し
た
。

今
後
も
、
こ
う
し
た
課
題
に
正
面
か
ら

向
き
合
い
解
決
し
て
い
く
た
め
、「
共
感
」

と
「
前
進
」
を
県
政
の
基
本
姿
勢
と
し
て
、

県
民
の
皆
さ
ま
の
声
に
耳
を
傾
け
な
が
ら
、

元
気
で
豊
か
な
、
そ
し
て
あ
っ
た
か
い
高

知
の
実
現
に
向
け
て
全
力
を
尽
く
し
て
ま

い
り
ま
す
。

県
政
の
最
重
要
課
題
で
あ
る
人
口
減
少

対
策
に
つ
い
て
は
、
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
で

あ
る
「
元
気
な
未
来
創
造
戦
略
」
を
大
き

く
４
つ
の
方
向
性
で
施
策
を
強
化
し
ま
す
。

１
つ
目
は
、「
高
付
加
価
値
型
経
営
へ

の
転
換
支
援
」
で
す
。
昨
年
、
官
民
協
働

高
知
家
の
皆
さ
ま
、
あ
け
ま
し
て
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

旧
年
中
は
、
県
政
の
推
進
に
多
大
な
ご

理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、
誠
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

昨
年
は
、
連
続
テ
レ
ビ
小
説
「
あ
ん
ぱ

ん
」
が
放
送
さ
れ
、
全
国
か
ら
多
く
の
観

光
客
に
お
越
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、「
大
阪
・
関
西
万
博
」
に
お
い

て
は
、
本
県
が
世
界
に
誇
る
ハ
ウ
ス
園
芸

農
業
分
野
の
取
組
の
ほ
か
、
よ
さ
こ
い
や

街
路
市
と
い
っ
た
伝
統
文
化
を
広
く
伝
え

に
よ
る
16
業
種
の
若
者
所
得
向
上
検
討

チ
ー
ム
に
お
い
て
取
り
ま
と
め
た
、
経
営

改
革
モ
デ
ル
を
横
展
開
す
る
こ
と
に
よ
り
、

高
付
加
価
値
を
創
出
す
る
経
済
へ
の
構
造

転
換
を
目
指
し
ま
す
。

２
つ
目
は
、「
多
様
な
人
材
が
活
躍
で

き
る
環
境
の
実
現
」
で
す
。
企
業
の
生
産

性
向
上
に
向
け
た
働
き
方
改
革
や
共
働

き
・
共
育
て
な
ど
の
取
組
を
強
化
し
ま
す
。

県
庁
に
お
い
て
も
、
既
存
事
業
の
見
直
し

や
業
務
の
効
率
化
に
つ
い
て
検
討
を
進
め

て
お
り
、
人
口
減
少
が
進
む
本
県
だ
か
ら

こ
そ
、
長
時
間
労
働
の
是
正
を
は
じ
め
と

す
る
働
き
方
改
革
を
全
国
に
先
駆
け
て
進

め
、
少
子
化
問
題
の
克
服
に
つ
な
げ
ま
す
。

３
つ
目
は
、「『
若
者
に
選
ば
れ
る
高
知
』

を
目
指
し
た
移
住
・
定
住
対
策
の
強
化
」

で
す
。
特
に
、
県
内
企
業
へ
の
転
職
支
援

や
、
子
ど
も
た
ち
に
地
域
へ
の
理
解
と
愛

着
を
育
む
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
強
化
を
図
り

ま
す
。

４
つ
目
は
、「
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
出
会

い
の
機
会
の
拡
充
と
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
支

援
」
で
す
。
特
に
、
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
支

援
で
は
、
若
者
が
自
身
の
人
生
設
計
に
お

け
る
結
婚
や
子
育
て
の
意
味
に
つ
い
て
考

え
る
機
会
が
得
ら
れ
る
よ
う
、
各
種
の
啓

高
知
県
知
事

　
濵 
田 
省 
司

年 

頭 

所 

感

発
事
業
に
取
り
組
み
ま
す
。

加
え
て
、
全
国
に
先
駆
け
て
人
口
減
少

が
進
む
本
県
だ
か
ら
こ
そ
、「
全
国
初
」

の
県
一
で
の
消
防
広
域
化
や
、
県
立
高
校

の
振
興
・
再
編
な
ど
の
「
賢
く
縮
む
４
Ｓ

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
果
敢
に
挑
戦
し
、
持

続
可
能
な
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
体
制
を

確
保
し
ま
す
。

こ
う
し
た
一
連
の
施
策
の
実
効
性
を
高

め
て
い
く
た
め
に
は
、
地
域
や
住
民
の
皆

さ
ま
と
日
頃
か
ら
接
し
て
い
る
市
町
村
の

皆
さ
ま
と
の
連
携
・
協
調
が
重
要
と
な
っ

て
ま
い
り
ま
す
。
今
後
も
県
と
市
町
村
と

の
連
携
協
調
の
下
で
、
住
民
の
皆
さ
ま
と

の
対
話
を
通
じ
て
共
感
を
い
た
だ
き
な
が

ら
、
人
口
減
少
対
策
を
は
じ
め
と
す
る
各

般
の
施
策
を
前
進
さ
せ
、
よ
り
一
層
成
果

に
こ
だ
わ
る
１
年
に
し
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
の
で
、
一
層
の
ご
指
導
ご
鞭
撻
を

賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

結
び
に
、
本
年
が
皆
さ
ま
に
と
り
ま
し

て
幸
多
き
素
晴
ら
し
い
年
と
な
り
ま
す
よ

う
、
ま
た
さ
ら
な
る
町
勢
・
村
勢
の
浮
揚

が
実
現
さ
れ
ま
す
よ
う
ご
祈
念
申
し
上
げ

ま
し
て
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。
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当選首長の紹介

この度の町長選挙におきまして、町民の皆様のご支援・ご厚情を賜り、
引き続き二期目の町政を担わせていただくこととなりました。町民の皆
様の声を大切に、安心で活力あるまちづくりを進め、「一人ひとりが輝く、
明るく元気で温かいまちづくり」の実現に全力で取り組んでまいります。

【経歴】
昭和 62 年 ３ 月　近畿大学卒
平成 元 年 ４ 月　佐川町役場入り
平成 26 年 ４ 月　チーム佐川推進課長
平成 29 年 ４ 月　教育委員会教育次長
令和 ２ 年 ４ 月　議会事務局長
令和 ３ 年 ３ 月　佐川町役場退職
令和 ３ 年 10 月　佐川町長就任
令和  7 年 10 月　佐川町長再選（２期目）　
　　　　　　　　  現在に至る

佐川町長
か た お か

岡  雄
ゆ う じ

司 氏（61）

【
お
詫
び
と
訂
正
】

前
号
（
2
0
2
5
年
11
月
号
）
の
16
ペ
ー
ジ
に
掲
載
い
た
し

ま
し
た
「
当
選
首
長
の
紹
介
」
の
記
事
に
お
き
ま
し
て
、
佐
川
町 

岡
町
長
の
漢
字
に
誤
り
が
ご
ざ
い
ま
し
た
。

【
誤
】　

岡　

雄
二

【
正
】　

岡　

雄
司

岡
町
長
ご
本
人
な
ら
び
に
関
係
者
の
皆
さ
ま
に
ご
迷
惑
を
お

か
け
し
ま
し
た
こ
と
を
、
心
よ
り
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

つ
き
ま
し
て
は
、
改
め
て
「
当
選
首
長
の
紹
介
」
記
事
を
左
記

に
再
掲
載
い
た
し
ま
す
。

今
後
は
再
発
防
止
に
向
け
て
、
確
認
体
制
を
よ
り
一
層
徹
底
し
、

正
確
な
情
報
発
信
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

この度の町長選におきまして、町民の皆
様のご支援ご厚情を賜り、2 期目の本山町
長に就任させていただくことになりました。
改めまして、町民の皆様の命と暮らしを守
る、その責務の重大さに身の引き締まる思
いです。

町民の皆様との対話と情報共有を図り、
住民参加、住民主役のまちづくりを肝に銘
じ、「生まれ育った本山町を誇りに思える
まちづくり」に挑戦してまいります。皆様
方のご指導とご鞭撻をよろしくお願いいた
します。

本山町長 澤
さ わ

田
だ

　和
か ず ひ ろ

廣 氏（66）

【経歴】
嶺北高校卒
昭和 53 年 ４ 月　本山町役場入り
議会事務局長、総務課長を歴任
平成 27 年 ３ 月　本山町役場退職
平成 27 年 ４ 月　宮城県石巻市役所入り
令和 ２ 年 ３ 月　宮城県石巻市市役所退職
令和 ３ 年 10 月　本山町長　就任
令和 7 年 12 月　本山町長　再選（2 期目）

当選首長の紹介

過
疎
対
策
、山
村
振
興
、ダ
ム・発
電
関
係
市
町
村
振
興

対
策
関
係
の
要
望
事
項
を
県
選
出
国
会
議
員
に
要
望

高
知
県
地
域
振
興
総
合
協
議
会

全
国
町
村
長
大
会
決
議
事
項
、全
国
市
町
村
水
産
業

振
興
対
策
協
議
会
要
望
事
項
等
を
県
選
出
国
会
議

員
に
要
望

高
知
県
町
村
会

令
和
７
年
11
月
18
日
、
吉
田
尚
人 

過
疎
地

域
部
会
長
（
梼
原
町
長
）、
池
田
牧
子 

市
町

村
山
村
振
興
部
会
長
（
い
の
町
長
）
及
び
小

田
保
行 

ダ
ム
・
発
電
関
係
部
会
長
（
越
知
町

長
）
は
、「
令
和
8
年
度
過
疎
対
策
関
係
政
府

予
算
・
施
策
に
関
す
る
決
議
・
要
望
」、「
令

和
8
年
度
山
村
振
興
関
連
予
算
・
施
策
に
関

す
る
要
望
」、「
令
和
8
年
度
ダ
ム
・
発
電
関

係
市
町
村
振
興
対
策
の
充
実
・
強
化
に
関
す

る
要
望
」
を
県
選
出
国
会
議
員
に
要
望
し
た
。

令
和
７
年
11
月
19
日
、
上
村
誠 

町
村
会

長
（
北
川
村
長
）、
和
田
守
也 

町
村
会
副
会

長
（
土
佐
町
長
）
及
び
大
西
勝
也 

町
村
会
副

会
長
（
黒
潮
町
長
）
は
、
全
国
町
村
長
大
会

（
同
日
開
催
）
で
採
択
さ
れ
た
「
全
国
町
村
長

大
会
要
望
」
や
、「
令
和
８
年
度
税
制
改
正
に

関
す
る
要
望
」
及
び
「
全
国
市
町
村
水
産
業

振
興
対
策
協
議
会
要
望
事
項
」
を
県
選
出
国

会
議
員
に
要
望
し
た
。

中谷元 衆議院議員への要望中谷元 衆議院議員への要望尾﨑正直 衆議院議員への要望尾﨑正直 衆議院議員への要望



全
国
町
村
議
会
議
長
会
理
事
の
当
県
五
味
会
長

全
国
大
会
で
決
議
文
を
朗
読
提
案

第
69
回
町
村
議
会
議
長
全
国
大
会
開
催

第
63
回
四
国
地
区
町
村
議
会
議
長
会
研
修

会
が
10
月
８
日
、
愛
媛
県
の
Ａ
Ｎ
Ａ
ク
ラ
ウ

ン
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
松
山
で
開
催
さ
れ
、
高
知

県
内
22
町
村
の
町
村
議
会
議
員
、
識
見
監
査

委
員
及
び
町
村
議
会
事
務
局
長
等
１
４
７
名

が
参
加
し
た
。

四
国
地
区
町
村
議
会
議
長
会
長
の
前
田
会

長
（
愛
媛
県
町
村
議
会
議
長
会
長
）
の
開
会

挨
拶
の
後
、
四
国
地
区
町
村
議
会
議
長
会
表

彰
規
程
に
基
づ
く
自
治
功
労
者
の
表
彰
が
行

わ
れ
、
前
田
会
長
か
ら
各
県
の
受
賞
者
代
表

に
表
彰
状
が
授
与
さ
れ
た
。

受
賞
者
の
各
県
内
訳
は
、
徳
島
県
３
名
、

令
和
７
年
11
月
12
日
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ホ
ー
ル

（
東
京
都
）
に
お
い
て
、
全
国
町
村
議
会
議

長
会
主
催
「
第
69
回
町
村
議
会
議
長
全
国
大

会
」
が
開
催
さ
れ
、
高
知
県
内
23
町
村
の
議

会
議
長
等
45
名
が
出
席
し
た
。

大
会
で
は
、
高
市
早
苗
内
閣
総
理
大
臣

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
披
露
さ
れ
る
と
と
も
に
、

来
賓
と
し
て
、
額
賀
福
志
郎 

衆
議
院
議
長
、

関
口
昌
一 

参
議
院
議
長
、
高
橋
克
法 

総
務

副
大
臣
、
鈴
木
俊
一 

自
由
民
主
党
幹
事
長
、

棚
野
孝
夫 

全
国
町
村
会
長
が
出
席
し
、
そ

れ
ぞ
れ
祝
辞
を
述
べ
ら
れ
た
。

議
事
に
先
立
ち
、松
野
唱
平 

副
会
長
（
千

葉
県
長
南
町
議
会
議
長
）
が
開
会
の
こ
と
ば

を
述
べ
た
後
、
中
本
正
廣 

会
長
（
広
島
県

安
芸
太
田
町
議
会
議
長
）
が
主
催
者
を
代
表

し
て
挨
拶
、
続
い
て
、
杉
浦
和
人 

副
会
長

（
滋
賀
県
日
野
町
議
会
議
長
）
が
大
会
の
意

義
を
鮮
明
に
す
る
た
め
の
宣
言
を

読
み
上
げ
、
そ
れ
に
賛
同
す
る
満

場
の
拍
手
が
会
場
を
包
ん
だ
。

議
事
で
は
、
東
京
都
八
丈
町
の

山
本
忠
志 

議
会
議
長
が
正
議
長
、

石
川
県
志
賀
町
の
福
田
晃
悦 

議
会

議
長
と
山
口
県
阿
武
町
の
末
若
憲

二 

議
会
議
長
が
副
議
長
を
務
め
た
。

特
別
決
議
の
「
町
村
の
安
定
的

な
財
政
運
営
に
必
要
な
地
方
交
付

税
等
の
一
般
財
源
総
額
の
増
額
確

閉会の挨拶を行う高知県町村議会議長会　五味会長

第69回町村議会議長全国大会の様子

決議文を朗読する高知県町村議会議長会五味会長

左から仁淀川町議会 野村副議長、本山町議会 岩本議長、
北川村 岩垣議長

四国地区町村議会議長会表彰を受ける本山町議会　岩本議長

第
63
回
四
国
地
区
町
村
議
会
議
長
会
研
修
会

自
治
功
労
者
表
彰
本
県
か
ら
６
名

香
川
県
２
名
、
高
知
県
６
名
（
後
記
）
で

あ
っ
た
。（
愛
媛
県
は
受
賞
者
な
し
）

次
回
開
催
県
で
あ
る
高
知
県
町
村
議
会
議

長
会
の
五
味
会
長
が
閉
会
の
挨
拶
を
行
い
、

大
会
を
終
了
し
た
。

【
県
関
係
受
賞
者
】

岩 

垣 

實 

男 （
北
川
村
議
会
議
長
）

岩 
本 

誠 

生 （
本
山
町
議
会
議
長
）

永 
野 
栄 

一 （
本
山
町
議
会
議
員
）

野 

村 
安 
夫 （
仁
淀
川
町
議
会
副
議
長
）

岡 

伊 

三 
男 （
中
土
佐
町
議
会
議
員
）

森 

下 

芳 

文 （
日
高
村
議
会
議
員
）

保
・
充
実
等
を
求
め
る
特
別
決
議
」
に
つ
い

て
、
当
県
会
長
で
あ
る
五
味
隆
仁 

理
事
よ

り
、
決
議
文
が
朗
読
提
案
さ
れ
、「
特
別
決

議
」（
３
件
）、「
決
議
」（
１
件
）、「
令
和
８

年
度
国
の
予
算
編
成
及
び
施
策
に
関
す
る

要
望
」（
28
件
）、「
各
地
区
要
望
」（
９
件
）、

「
豪
雪
地
帯
対
策
の
決
議
」（
１
件
）
が
満
場

一
致
で
決
定
さ
れ
た
。

な
お
、
大
会
終
了
後
、
決
議
、
要
望
事
項

と
全
国
町
村
議
会
議
長
会
及
び
各
地
区
か
ら

の
要
望
事
項
の
実
現
方
に
つ
い
て
、
中
本
会

長
に
よ
り
、
政
府
、
国
会
、
自
由
民
主
党
幹

部
等
、
関
係
機
関
へ
の
要
請
活
動
が
行
な
わ

れ
た
。

ま
た
、
大
会
前
日
に
は
、
当
会
主
催
の

「
高
知
県
選
出
国
会
議
員
と
県
内
町
村
議
会

議
長
と
の
意
見
交
換
会
」
が
開
催
さ
れ
た
。
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高知県町村議会議員報酬調べ
（令和 8 年１月１日現在）

人口
段階
区分

町 村 名
議  員  報  酬 （月額）

議   長 副 議 長 常任委員長 議運委員長 議   員

二
千
人
未
満

大 川 村 232,000 175,000 161,000 161,000 155,000

馬 路 村 250,000 200,000 180,000 180,000 175,000

北 川 村 300,000 240,000 230,000 230,000 220,000

三 原 村 237,000 189,000 177,000 177,000 170,000

4 村 平 均 254,750 201,000 187,000 187,000 180,000

五
千
人
未
満

二
千
人
以
上

東 洋 町 233,000 191,000 174,000 174,000 163,000

安 田 町 236,000 195,000 185,000 185,000 170,000

田 野 町 238,000 192,000 176,000 176,000 165,000

奈 半 利 町 233,000 190,000 176,000 176,000 164,000

大 豊 町 268,000 214,000 199,000 199,000 192,000

梼 原 町 270,000 240,000 230,000 230,000 220,000

本 山 町 261,000 214,000 201,000 201,000 190,000

土 佐 町 263,000 213,000 199,000 213,000 190,000

芸 西 村 236,000 192,000 176,000 176,000 164,000

大 月 町 244,000 196,000 181,000 181,000 175,000

仁 淀 川 町 252,000 204,000 190,000 190,000 181,000

日 高 村 279,000 223,000 208,000 208,000 201,000

越 知 町 243,000 199,000 184,000 184,000 179,000
13

町村 平 均 250,462 204,846 190,692 191,769 181,077

一
万
人
未
満

五
千
人
以
上

津 野 町 300,000 250,000 230,000 230,000 225,000

中 土 佐 町 254,000 201,000 191,000 191,000 182,000

黒 潮 町 254,000 202,000 187,000 187,000 180,000

3 町 平 均 269,333 217,667 202,667 202,667 195,667

二
万
人
未
満

一
万
人
以
上

佐 川 町 310,000 254,000 235,000 235,000 230,000

四 万 十 町 310,000 270,000 265,000 265,000 250,000

平 均 310,000 262,000 250,000 250,000 240,000

以
上

二
万
人

い の 町 319,000 248,000 232,000 232,000 224,000

平 均 319,000 248,000 232,000 232,000 224,000
１ 町
23

町村 平 均 307,513 249,631 232,972 233,628 222,771

※  土佐町議会運営委員会委員長は副議長が兼務
※  人口段階区分は令和 7 年 7 月 1 日現在		  　

7

2 町
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